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市立小中学校の臨時休校決定に関する緊急要望書の提出について

当市議会は、今般の新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に向けて、

議会としてできる限りの対策を講じる中で定例会を開催しております。

執行機関におかれましても、政府の急な方針発表により、さまざまな対

応に感謝申し上げます。

取手市議会としては、別添のとおり緊急要望書を提出いたしますので、

よろしくお取り計らい願います。



市立小中学校の臨時休校決定に関する緊急要望書

取手市は、新型コロナウイルス感染症の広がりにより、３月３日（火）から３

月２４日（火）まで市内市立小中学校を臨時休校とすることを決定しました。

新型コロナウイルス感染症対策や流行の原因等が明確に解明されていない現

状の中、これ以上の感染拡大を回避するため、未来ある子どもたちの生命・健康

を守る策として、今回の政府の方針は理解しなければならないことでもありま

す。

一方で、大変急な臨時休校の決定のため、教育現場はじめ国内は混乱し、保護

者の不安・負担の声も届いております。

また、子どもたちの発達過程において、次の学年に進むための大事な学年末で

あり、子どもたちへの影響が懸念されます。

よって、取手市議会として下記事項を緊急に要望します。

記

１．子どもクラブ利用対象者は、新型コロナウイルス感染症感染拡大予防の視点

を第一にし、多人数の規模とならない範囲で、それぞれの家庭状況等を考慮・

配慮し、柔軟に対応すること。

２．臨時休校の期間は、流行の情報を的確に取得し、期間の短縮・延長など、柔

軟に対応すること。

３．配慮が必要な子どもたちへの対応など、子どもクラブだけでは行き届かない

課題発生を想定し、保護者のみならず、関係機関のフォローが必要な子どもた

ちへの配慮や対応策を検討すること。

４．子どもを家庭で守るため、市内企業・事業所等への特別休暇取得の推進啓発

および市職員においても同様に対応を図ること。

５．市長会等において、感染症対策の拡充や今回の方針に関する国への財政負担

や制度確立に向けた要望を行うこと。
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